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NexT J-クレジットプロジェクト（ボイラー）への出雲ガス㈱入団のお知らせ 

出雲ガス株式会社 

出雲ガス株式会社（代表取締役社長 森山恵介、所在：島根県出雲市）は、ネクスト

エネルギー株式会社（代表取締役社長：山内信一、本社：東京都）及び他の都市ガス

事業者と共同で創設された、J-クレジット制度のプログラム型プロジェクト（NexT J-

クレジットプロジェクト（ボイラー））に入団し、申込受付を開始しましたのでお知ら

せします。 

本プロジェクトは、都市ガス事業者が重油などの燃料のボイラーをお使いのお客さま

に対し、より環境負荷の少ない都市ガス等への転換を提案し、それにより削減した 

CO2 排出量を取りまとめて J-クレジットを創出する取り組みです。お客さまに対して

は、創出した J-クレジットの数量に応じた還元金を、同プロジェクトの事務局がお支

払いします。 

お客さまは還元金を利用することにより燃料転換後のボイラーのランニングコスト低

減を図ることができるとともに、J-クレジット制度に登録した事業として地球温暖化

対策へ貢献していることをＰＲできます。 

出雲ガス株式会社は、環境負荷の少ない天然ガスの効率的な利用促進を図るというガ

ス事業者としての経営方針のもと、お客さまへの省エネルギー設備の提案や燃料転換

等による CO2排出量の削減を推進しています。 

 

※J-クレジット制度について  

省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用による CO2 の排出削減量や、適

切な森林管理による CO2 の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度です。本

制度により創出されたクレジットは、低炭素社会実行計画の目標達成やカーボン・オ

フセットなど、様々な用途に活用できます。 



省エネルギー機器の導入などの取組による、 CO₂などの温室効果ガスの排出削減量を「クレジット」として
国が認証する制度です。

認証された「クレジット」は企業や自治体の間で取り引きが可能となります。

J-クレジット制度とは？

CO₂削減活動の例
 最新省エネ設備への更新
 最新省エネ設備の新設
 燃焼時のCO₂排出量が少ない都市ガスやLPGへの燃料転換
 太陽光発電等の再生可能エネルギーの導入 等々
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J-クレジット創出者（中小企業等）

J-クレジットの売却J-クレジットの売却 資金資金

J-クレジット購入者（大企業等）

J-クレジット活用の例
 温対法・省エネ法での報告
 イベントや商品等のカーボン・オフセットでの活用
 SHIFT・ASSET事業に活用 等々
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現在、ボイラーで使用中の液体燃料から都市ガスへ燃料転換することでCO₂排出量が削減されます。
※蒸気ボイラー、温水ボイラー、熱媒ボイラーの他、給湯器も対象となります。

J-クレジット制度では、この削減量を「クレジット」にすることが出来ます。

例：現在の燃料がA重油の場合例：現在の燃料がA重油の場合

A重油使用量：50kL
CO₂排出量 ：138t-CO2

都市ガス使用量：45千㎥
CO₂排出量 ：100t-CO2

CO₂削減量
38t-CO2

※ボイラー効率は加味してません。

J-クレジット活用のご提案
CO₂削減量がお金になります

ボイラーの燃料転換からJ-クレジットを創出できます！

A重油
ボイラー

都市ガス
ボイラー



各社の役割各社の役割

CO₂削減量の現金化をお手伝いします！

ネクストエネルギーJ-クレジット事務局（以下、事務局）では、ボイラーの更新や燃料転換（都市ガスも
しくはLPG）を行ったお客様を取りまとめ、 CO₂削減量をJ-クレジット化するプロジェクトを開始しました。
（プロジェクト名：NexT J-クレジットプロジェクト（ボイラー））

NexT J-クレジットプロジェクト（ボイラー）にご入会頂くと、お客様のCO₂削減量に応じて、事務局より
還元金をお支払いします。

お客様のメリットお客様のメリット

還元金お支払いまでの流れ

①①ボイラー燃転ボイラー燃転

最新機器への更新や
燃料転換の実施
最新機器への更新や
燃料転換の実施

①ボイラー燃転

最新機器への更新や
燃料転換の実施

②②入会届提出入会届提出

事務局へ入会届を提出事務局へ入会届を提出

②入会届提出

事務局へ入会届を提出

③③

都市ガスの使用量を
1年間計測
（4/1～翌3/31まで）

都市ガスの使用量を
1年間計測
（4/1～翌3/31まで）

③

都市ガスの使用量を
1年間計測
（4/1～翌3/31まで）

④④

都市ガス使用量から
CO₂削減量を算出
都市ガス使用量から
CO₂削減量を算出

④

都市ガス使用量から
CO₂削減量を算出

CO₂削減量
の算出 ⑤⑤

事務局よりお客様へ還
元金額を通知し支払い
事務局よりお客様へ還
元金額を通知し支払い

⑤

事務局よりお客様へ還
元金額を通知し支払い

還元金支払い燃料使用量
の計測

お問い合わせ先（ネクストエネルギーJ-クレジット事務局）

※以下、③～⑤を最長8年間繰り返します

幹事会社 ネクストエネルギー株式会社

所在地
〒105-0004
東京都港区新橋2丁目19－10
新橋マリンビル7階

電話番号 03-3573-8201

出資者 ENEOS：50% INPEX：50%

主な業務内容 天然ガスの営業、販売

NexT J-クレジットプロジェクト（ボイラー）

J-クレジット購入者（大企業等）

ネクストエネルギーJ-クレジット事務局
 お客様に代わってJ-クレジット制度に必要
な各種申請業務を実施

お客様（中小企業等）
 ボイラーの更新や燃料転換等によるCO₂削
減活動を実施

J-クレジット売却 資金

還元金入会申込
データ提供

 CO₂削減量がお金に変わります。
※ランニングコストの低減につながります。金額
のイメージは下記連絡先までお問合せください。

 J-クレジット創出、取引のための費用は
事務局が負担します。
※お客様単独でJ-クレジットを創出する場合には、
計画書の審査費用等などで100万円以上かかる
場合があります。

 お客様が創出したJ-クレジット全量を
事務局が買い取ります。
※創出したJ-クレジットの売り先が見つからないという
リスクがありません。

 J-クレジット制度に登録した事業として
地球温暖化対策へ貢献していることを
PR出来ます。
（主張できる内容）

当該事業は、J-クレジット制度に登録したプロジェ
クトとして、地球温暖化対策に貢献しています。

（主張できない内容）
当該事業によりCO₂を削減しています。

〒693-0022
島根県出雲市上塩冶町2388-1

出雲ガス株式会社

℡　0853-21-0267


